
― 補正の内容 ―

 ○事業費補正

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

 ○債務負担行為補正

千円

千円

千円

平成２８年度６月補正予算（案）について

◆大規模災害被災者等支援基金積立金 ［健康福祉局］

1,373,921

◆被災者等支援事業費 ［健康福祉局］

◆消費喚起事業費 ［経済労働局］

◆民間保育所整備事業費［こども未来局］

225,190

◆個人番号制度事業費 ［市民文化局］ 386,350

◆不登校児童生徒支援事業費 ［教育委員会］ 12,149

50,000

635,232

◆介護ロボット等導入支援事業費［健康福祉局］

515,322

◆航空隊庁舎整備事業費 ［消防局］

◆日本民家園施設整備事業費 ［教育委員会］

384,000

131,322

50,000

15,000

大規模災害の被災者等を支援するため設置される基金への積み立てを行
うもの。

前述の基金を活用し、「平成２８年熊本地震」の被災者等に対し、復興
に向けた支援を行うもの。

保育所利用申請者数が増加している状況や待機児童集計結果を踏まえ、
２９年４月の待機児童対策に資する民間保育所の整備費を追加計上す
るもの。

国が、介護施設職員の負担軽減のため、介護ロボット等導入支援事業特
例交付金を創設したことに伴い、本市においても事業を創設するもの。

「平成２８年熊本地震」で甚大な被害を被った熊本・大分地方を中心と
した九州の物産を扱うイベントを開催するなどし、消費喚起と被災地の
復興を支援するもの。財源として、昨年度実施の川崎プレミアム商品券
事業の未使用等に伴う余剰金を活用する。

一 般 会 計 千円

補　正　額 （債務負担行為）

1,373,921 （515,322千円）

個人番号カードの国の交付想定枚数が上方修正され、地方公共団体情報
システム機構に負担する交付金の増額を求められたことに伴い、事業費
等の増額を行うもの。

本市のフリースクール等に通う児童生徒に対し、学習支援員を各家庭に
派遣し、学習方法や進路に係る相談・助言を行うなど、自立や学校生活
の再開に向けた支援などを行うもの。

入札の不調等により、事業期間が２９年度に渡ることから、債務負担行
為を設定するもの。


